
１ 各政策分野ＫＧＩの評価結果

・昨年と同様に、コロナ禍の影響により、観光客入込数の減少など、産業観光分野等に影響が生じており、新幹線の
受け皿づくりを通じた産業・観光の活性化やデジタル技術の活用による課題解決に引き続き取り組む必要

・ＫＧＩの改善率は、新型コロナ感染症の影響を受けた項目等を除き、約８割【17項目［Ａ，Ｂ評価］／22項目＝77.3％】

令和３年度 総合計画進捗状況評価結果

政策分野
Ａ 評価

（目標達成）
Ｂ 評価

（基準値以上）
Ｃ 評価

（基準値未満）
評価項目数

（除外項目除く）
除外項目

（コロナ影響等）
改善率

（Ａ＋Ｂ）／ＫＧＩ項目数

健康福祉分野 ４ ０ ０ ４ １ 100％

教育文化分野 ０ １ １ ２ ２ 50％

産業観光分野 ０ ２ ３ ５ ３ 40％

都市基盤分野 ５ １ １ ７ １ 86％

安全安心分野 ３ ０ ０ ３ １ 100％

戦略の推進に
向けて

１ ０ ０ １ １ 100％

合 計 １３ ４ ５ ２２ ９（未確定２含む） 77.3％

＜評価結果一覧＞

・また、ＫＧＩ上は改善しているが、全国では、出生数が毎年過去最少を更新しており、更なる子育て支援の充実が必要


